
 

令和８年度 第１回 和田東小学校運営協議会 会議録(要点記録) 

 

１ 開 催 日 時  令和８年４月２２日（水） １３時３０分から１５時００分まで 

２ 開 催 場 所  和田東小学校 会議室 

３ 出 席 委 員  渡瀬 三郎、小出 幸雄、鈴木 佐知子、中村 まゆみ 

伊藤 月見、久保田 創、伊藤亜紀子 

４ 欠 席 委 員  なし 

５ オブザーバー  堀内 信広（天竜協働センター長） 

６ 学   校  堀部 憲一（校長）、芹澤 純子（教頭）、田中 寛人（教諭） 

飛永 百合子（ＣＳディレクター） 

７ 傍 聴 者  なし 

８ 会議録作成者  ＣＳディレクター 飛永 百合子 

９ 会長の選出及び副会長の指名 

司会から、会長の選出について意見を求めたところ、鈴木委員を推挙する旨の発言があり、全

員異議なくこれを承認した。その後、会長に選任された鈴木委員から、伊藤月見委員を副会長に

指名する旨の報告があった。 

10 学校運営協議会規則確認 

11 議長の選出 

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、小出委員から会長の鈴木委員を推

挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。 

12 協 議 事 項   

（１）学校運営の基本方針について 

（２）いじめ防止基本方針について 

（３）夢育やらまいか事業に対する意見書について 

（４）本年度の目標 

13 会 議 記 録 

  司会から、委員総数７人全員の出席があり過半数に達しているため、会議が成立している旨の

報告があった。また、前回の会議録、昨年度の自己評価、活動報告について説明があった。 

（１） 学校運営の基本方針について 

議長の指示により、校長から資料に基づき学校運営の基本方針について説明があった。子供 

の自主性を引き出すために、新しく「にこぴんプロジェクト」を始めるとのことであった。委

員会活動はなくなり、５，６年生が食育、健康安全、体育、図書の４分野に分かれて活動する

とのことであった。 

委員から以下の発言があった。 

・いじめが起こった時、先生や保護者はどのように把握するのか。（月見委員） 

・いじめを認知するのは、保護者の訴え、子供の訴え、アンケートから。その後双方の話を

聞き、それぞれの保護者の方へ連絡することとなる。（校長） 

・にこぴんプロジェクトは、授業時間なのか、放課後になるのか。（渡瀬委員） 



・週２時間の総合的な学習時間で行う。年間７５時間のうち２８時間をにこぴんプロジェク

トに使う。（校長） 

   ・学校運営の基本方針について承認してよろしいか。（鈴木委員） 

全員異議なくこれを承認した。 

（２）いじめ防止基本方針について 

議長の指示により、田中教諭から資料に基づきいじめ防止基本方針について説明があった。 

いじめの定義は「被害の子が苦痛を感じたらいじめ」となっている。いじめの未然防止、早

期発見、複数職員での対応をしている。また、学校運営協議会制度を活用することも掲載さ

れているので今年度もご協力をとのことだった。 

委員から下記のような発言があった。 

・昨年度いじめの認知件数が約５０件ということだが、子供からの訴えかいじめアンケート

からなのか、何が多いのか。（久保田委員） 

・アンケートや保護者の訴えもあるが、子供からの訴えがいちばん多い。（田中教諭） 

・深刻ないじめはあったのか。（久保田委員） 

・今は深刻ないじめはない。いじめ認知したものは、感じ方の違いによるものが多い。（校

長） 

・いやなことがあっても自分から先生に言えない子もいる。そういう子には目を向けてほし

い。（亜希子委員） 

・職員も気をつけているが、親に話すことができたら保護者からすぐにお知らせいただきた

い。（校長） 

・アンケートがタブレットになり回答しやすくなっている。先生と話しやすい雰囲気がある

ので続けてほしい。（中村委員）  

・人によって違うのだからいじめはなくならないだろう。いじめのことと共に命の大切さも

教えてほしい。強い人にはやさしさも必要と伝えたい。（小出委員） 

・親としては、問題が解決したときに「頑張ってみようか、強くなろうか」と言える。（鈴

木委員） 

（３）夢育やらまいか事業に対する意見書について 

議長の指示により教頭から、夢育やらまいか事業予算について、意見書（案）が示された。

花や野菜など植物を育てる活動、教育活動の学習効果を上げる活動に活用するとのことだった。 

（４） 本年度の目標 

議長の指示により教頭から、昨年度末に作成された学校運営協議会自己評価表より令和８年

度の目標が示された。本年度の目標は、「・運営協議会委員、学校、地域、保護者の話し合

いの場を再び開催し、地域と連携した学校づくりの推進に努める。・児童の安全・安心を守

る支援活動の充実を図る。」になる。 

 

その他報告事項等 

 司会から、今年度の会議は、６月５日（金）11月６日（金）２月17日（水）に開催する旨

の連絡があった。 


